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12月上旬、小坂高齢者生産活動セ
ンターでは7人のお年寄りによって
恒例のしめ縄作りが行われました。
今年は約2,500個のしめ縄が丁寧に
作られ、市内を主に出荷されます

無病息災・家内安全願って



2

　輝かしい平成１８年の新春にあたり、謹ん

でお慶び申し上げます。

　少子高齢化、人口減少化社会、地方分権、

我々は今これまでに経験したことのない、大

きな時代の転換期の真っただ中にあるといえ

ます。そんな時代の潮流に対応するため、「合

併」という選択をした下呂市は、新しい発想

で力強く時代を乗り切っていかなければいけ

ません。

　一本の矢は折れても３本の矢ならば折れな

いという有名な言葉があります。下呂市合併

もこの言葉の通り、３本の矢どころかまさに

「５本の矢」、１本だけならば時代の力に負け

てしまうというところを、五つの旧町村がそ

れぞれ力を出し合い助け合うことで、新たな

時代に対
たいじ

峙できるということです。

　御嶽山、位山、馬瀬川、中山七里といった

風光明美な自然や地形。下呂温泉をはじめと

するいくつもの特色ある温泉。遺跡、芝居小

屋などの固有の文化伝統。さらには飛騨牛、

トマト、龍の瞳に代表される全国に誇れる食

材…。これらの素晴らしい資源を有機的に連

携させ「地産地消」の枠組みづくりを進める

中で、交流人口を呼び、ひいては定住人口に

つなげることが、地方分権が進行する２１世

紀において、下呂市が下呂市らしく躍進して

いく道だと考えます。本年もご理解、ご協力

のほどをよろしくお願い申し上げます。

年頭にあたって

下呂市長　山田　良司
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年 がスタートがスタート

下呂小学校６年生の皆さん



新年ごあいさつ

下呂市議会議長　野村　誠

　平成１８年の新春を市民の皆様には、健や

かにお迎えのこととお慶び申し上げます。

　昨年は下呂市では大きな災害もなく平穏で

ありましたが、市運営では「下呂市総合計画」

が策定されるなど、大きな一歩を踏み出す年

でありました。

　国においては、郵政民営化の是非を問う総

選挙が行われ、その結果、さらに国の構造改

革が進むものと思われます。補助金改革、税

源移譲、地方交付税の見直し、いわゆる「三

位一体」の改革が推進されます。財政基盤の

弱い中山間地の地方都市に与える影響が懸念

されます。

　観光客のニーズがますます多様化する中、

観光都市を標ぼうする下呂市にとっては、濃

飛横断自動車道、国道４１号などアクセスの

整備強化が急務であり、また、市内観光資源

の有効利用、広域観光への取り組みが重要で

あります。また本年５月２１日には、第５７回

全国植樹祭が、天皇皇后両陛下をお迎えして、

萩原町四美で開催されます。森林・林業・環

境を考える大切な行事であるとともに、下呂

市を全国に発信する絶好の機会であります。

　わたしたち議会も下呂市発展のため、市民

皆様のご意見をいただきながら努力してまい

ります。本年が皆様、下呂市にとって良き年

になりますことを祈念して新年のごあいさつ

といたします。
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千田 文夫さん　（森）　
犬歴　４匹目

犬種　グレートピレニーズ　

メス　８歳

　　　　前の犬が亡くなったときに娘がプレゼン

トしてくれました。おっとりとした性格で、子ど

もが大好きな犬です。妻と 2 人暮らしなので我

が子同然。妻の心のよりどころにもなっています。

　　　　小さいうちから根気に教えました。

兼山 米雄さん　（金山町祖師野）
犬歴　８匹目

犬種　ウェルシュコーギーペンプロン

オス　２歳　

　　　　猟師を止めて気概を無くして

いた米雄さんに息子さんがプレゼント。

「よく鳴く犬ですが、言葉がわかるみた

いでかわいいやつです」

　　　　散歩を欠かさず大切にし、

犬との信頼関係を築いています。

片岡　明片岡　明さん、さん、あや子あや子さん夫婦　（小坂町大島）さん夫婦　（小坂町大島）

犬歴　３匹目犬歴　３匹目

犬種　ゴールデンレトリバー犬種　ゴールデンレトリバー

オス　12 歳　戌年生まれオス　12 歳　戌年生まれ

　　　　バドは、我が家には欠かせない存在です。散歩へ行く　　　　バドは、我が家には欠かせない存在です。散歩へ行く

ときは、自分でブラシや袋が入ったお散歩セットを口にくわえときは、自分でブラシや袋が入ったお散歩セットを口にくわえ

てきます。旅行や買い物も一緒。周囲もあきれる犬好きですてきます。旅行や買い物も一緒。周囲もあきれる犬好きです

　　　　言葉のわからぬ犬を思いやる気持ちが大切ですね　　　　言葉のわからぬ犬を思いやる気持ちが大切ですね

　今年は戌
いぬ

年です。
　犬といえば、「知恵」「勇気」「誠実」の代名詞のような動物。昔話の『桃
太郎』や『花咲爺』に登場するのも、そういう犬たちです。主人が亡く
なった後も毎日駅前で待ち続けた「忠犬ハチ公」のお話は有名です。
　このように、犬は昔から、人間の大切なパートナーであったわけです
が、少子高齢化社会や核家族化が進むことにより、さらにその存在価値
が大きくなってきているといわれます。
　新年号では、市内の愛犬家の皆さんをご紹介するとともに、飼い主の
マナーやルールについてお知らせします。
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今井 希
まど か

佳さん　（湯之島）

犬歴　３匹目

犬種　チワワ

オス　もうすぐ１歳　

　　　　インターネットでこの子に出会いました。

好奇心おう盛で活発なこの子はわたしの一番の宝物。

毎日の成長記録をブログに付けています。

　　　　繰り返し教えています。食べ過ぎや排せつ

物のチェックなど健康管理にも気をつけています。

ハ ルくん

空
そら

 くん

りょうちゃん

バ ド くん

ひと言

しつけ

ひと言

しつけ

ひと言

しつけ

ひと言

しつけ



小林 ゆきさん　（萩原町萩原上）
犬歴　２匹目

犬種　柴犬

メス　13 歳　

　　　　私は 90 歳になりましたが、今でも天気がよ

ければ、近くの公園まで散歩します。ロンは、いい

連れです。ロンがいるおかげで、元気になれます。

古谷 三恵子さん　（小坂町大島）
犬歴　はじめて

犬種　ボストンテリア

メス　２歳　

　　　　私は動物嫌いでした。ハナビは子どもが飼って

いたのですが、今では孫と同じ。ハナビを見ると疲れも

吹っ飛びます

　　　　排せつについて根気に教えました。

曽我 佐依子曽我 佐依子さん、さん、

　　　　　　　　瀬里奈瀬里奈ちゃん（萩原町古関）ちゃん（萩原町古関）

犬歴　はじめて犬歴　はじめて

犬種　トイプードル犬種　トイプードル

メス　３歳　メス　３歳　

　　　　捨て犬だったんです。私には家　　　　捨て犬だったんです。私には家

族、娘からは赤ちゃんのような存在。学族、娘からは赤ちゃんのような存在。学

校から帰ってくると、遊んだりケンカし校から帰ってくると、遊んだりケンカし

たり友だちですね。両親や会社の人たちたり友だちですね。両親や会社の人たち

にもかわいがられ我家のアイドルです。にもかわいがられ我家のアイドルです。

５

今年は
　戌年

二村信子さん　（馬瀬西村）　
犬歴　はじめて

犬種　甲斐犬　

メス　８歳

　　　　わが子同然。言葉がわかるみたいで、

もうすっかり家族の一員です。よく鳴きます

が隣の猫とは仲良しなんです。

　　　　怒るときは厳しく、褒めるときは思

いきり褒めています。

ロ ンちゃん

ハナビちゃん

モ カちゃん

甲
か い

斐ちゃん

ひと言

しつけ

ひと言

ひと言

ひと言

しつけ
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※
住
所
変
更
や
飼
い
主
の
変
更
、

犬
が
死
亡
し
た
と
き
も
届
け
出
が

必
要
で
す
。

 狂犬病とは、　

　　　　　　下呂動物病院
　　　　　　獣医師　原増美さん

狂犬病はすべての哺乳類がかかります。特に犬を始め、
キツネやコウモリなどに感染するウイルス性の病気で
す。この病気の恐ろしさは、感染すると１４日以内に発
病し、その後１週間で死に至ります。治療方法はまった
くありません。人がこの病気に感染するきっかけは、狂
犬病の犬にかまれて感染することが一番多く、唾液を介
して感染します。
日本では予防注射の効果もあって５０年近く発生して

いませんが、日本を取り巻く国々では、未だ本病が多数
発生しており、日本にいつ侵入してくるか分かりません。
そのため、法律によって狂犬病予防注射が義務づけられ、
違反すると２０万円以下の罰金が課せられています。

あなたの愛犬やご近所の犬は
登録、狂犬病予防注射は
お済みですか？
市では獣医師会の協力のもと、毎年４月に市内各所で

狂犬病集合予防注射を実施していますが、予防注射を受

けられない飼い主の方もいます。さらに、正確な数の把

握はできませんが、無登録で飼われている犬もいると思

われます。

あなたは飼い主の義務を果たしていますか？　登録と

年に１度の予防注射をし、周囲の人にも配慮しましょう。

なお登録された犬の飼い主の方には、毎年ハガキで狂犬

病集合予防注射の案内をしていますので、ご都合の良い

場所でお受けください。

 ( ※予防注射は動物病院などでもできます )

未登録の犬の飼い主の方には案内がいきませんので必

ず最寄りの健康課または各振興事務所健康福祉課で登録

をしてください。

１．
２．
３．
４．
５．
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1097
385
111
99
78
77
73
61
55
49

雑種
柴犬
ミニチュアダックスフンド
ラブラドール・レトリバー
ビーグル
ゴールデン・レトリバー
ダックスフンド
ウェルシュ・コーギー
シーズー
ヨークシャテリア

※平成17年 11月末現在の登録犬種別頭数による : 下呂市

下呂市飼い犬ベスト10 下呂市飼い犬ベスト10 下呂市飼い犬ベスト10 

種　　　　　　　類 頭   数

各年３月末現在 : 下呂市

S50 55 60 H2 7 12 17年
11月末現在

2,000

2,500

3,000

（数）

（年）

犬の登録頭数



●犬の登録

●登録内容の変更　無料

　健康課または各振興事務所の健康福祉課で手続きしてください。

◇犬の所在地が変わった場合 ( 引っ越した場合 )

　「市外から転入」された場合は転入前の鑑札をお持ちください。

　下呂市の鑑札と無料で交換します。

　「市外へ転出」される場合は、「転出先の市町村」へ届け出てく

　ださい。

◇犬の所有者が変わった場合

　犬の新しい所有者が、犬の登録事項の変更を届け出てください。

　※犬を譲渡する方は「鑑札」をつけて新しい所有者にお渡しください。

　※既に登録されている犬を譲り受けた場合は「鑑札」をお持ちください。

　　市外で登録された犬の場合は下呂市の鑑札と無料で交換します。

◇犬が死亡した場合

　犬の死亡を届け出てください。
　※鑑札・注射済票を持参してください。

　ペット（犬や猫）が死亡した時は、飼い主の責任で
　処理しましょう。

　市火葬炉を使用する場合は、市民課または各振興事務所市民　

　生活課で申請を受け付けます。( 火葬費 1万円 ※非住民は２万円 )

◇もし犬が飼えなくなったら

　新しい飼い主を捜してください。どうしてもやむを得ない場合

　は飛騨地域保健所下呂センター (52-3111) までご連絡ください。

●狂犬病予防注射

７

時　　期
新たに飼いはじめた日 ( 生後９０日以内の場合は

９０日を経過した日 ) から３０日以内で。

場　　所
毎年４月に実施される集合予防注射会場

または、健康課または各振興事務所健康福祉課で。

登録手数料 　３, ０００円

※一度登録すると生涯有効です。
※登録された犬には鑑札を付けておくことが
　義務づけられています。

時　　期 生後９１日以上の犬は毎年１回

場　　所
毎年４月に実施される集合予防注射会場

または、動物病院など

料　　金
予防注射料金　　　　２, ５２０円

注射済票交付手数料　 　 ５５０円

※登録済みの飼い主の方には、４月に市からハガキで予防注射の案内が
　通知されます。
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し
、
必

ず
ふ
ん
の
後
始
末
を
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
人
に
危
害
を
加
え
な

い
よ
う
に
鎖
な
ど
で
つ
な
い
で

散
歩
し
ま
し
ょ
う
。

４ 

繁
殖
制
限
を
し
ま
し
ょ
う

　

繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、

必
要
に
応
じ
て
避
妊
去
勢
手
術

な
ど
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

５ 

感
染
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

人
と
動
物
と
の
共
通
感
染
症

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
も
ち
、

感
染
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。



８

一般会計歳入歳出状況
数値は、１万円以下を切り捨てています。

市税
50億 6,118万円
　　　　　23.1％

歳入の
状況

目的別
歳出の
状況

地方交付税
75億 4,913 万円
34.4％

繰越金
14億 9,605 万円
6.8％

使用料及び手数料
4億 7,700 万円
2.2％

諸収入
4億 163万円
1.8％
分担金及び負担金
2億 5,408 万円
1.2％その他

2億 4,337 万円
1.1％

その他
3億 3,978 万円
1.5％

地方譲与税
3億 3,286 万円
1.5％

地方消費税交付金
4億 2,851 万円
2.0％

市債
24億 7,310 万円
11.3％

国県支出金
28億 8,199 万円
13.1％

総務費
38億 8,083 万円
18.4％

人件費
47億 2,154 万円
　　　22.4％

議会費
1億 5,646 万円
0.7％

災害復旧費
2億 5,293 万円
1.2％

消防費消防費
10億 8,369 万円10億 8,369 万円
5.2％

教育費
16億 4,537 万円16億 4,537 万円
7.8％

公債費
36億3,139 万円3,139 万円
17.3％17.3％物件費

31億3,641 万円3,641 万円
14.9％

繰出金
26億9,692 万円9,692 万円
12.8％

積立金
11億2,057 万円2,057 万円
5.3％

消防費
10億 8,369 万円
5.2％

商工費
7億 1,226 万円
3.4％

公債費
36億 3,139 万円
17.3％

農林水産業費
22億2,526万円
10.6％衛生費

17億 9,525 万円
8.5％

教育費
16億 4,537 万円
7.8％

土木費
19億4,921 万円
9.3％

公債費
36億3,139 万円
17.3％

普通建設事業費
27億4,644 万円
13.1％

物件費
31億3,641 万円
14.9％

繰出金
26億9,692 万円
12.8％

積立金
11億2,057 万円
5.3％

補助費等
11億58万円
5.2％

維持補修費
3億9,282 万円
1.9％

その他
1億4,687 万円
0.7％

扶助費
10億9,252 万円
5.2％

災害復旧費
2億5,293 万円
1.2％

民生費
37億 297万円
17.6％

自主財源
　  36.2％

依存財源
　  63.8％

性質別
歳出の
状況

その他
の経費
40.8％

義務的
経費
44.9％

投資的
経費
14.3％

【用語解説】
歳　　　入　一年間のすべての収入のこと
自 主 財 源　自前で収入できるお金
依 存 財 源　国や県から交付されたり、借り入れたお金
地方交付税　小規模自治体でも、一定のサービスが確保できるように格差解消
　　　　　　のために交付されるもの
国県支出金　国や県の決めたルールにあった仕事をする場合に、必要な費用の
　　　　　　一部または全部が補助されるもの
市　　　債　公共施設の建設など、市が一度に多額の出費が必要な場合に認め
　　　　　　られる長期の借入金

【用語解説】
歳　　　出　一年間のすべての支出のこと
義務的経費　支出が義務づけられた経費
投資的経費　市道路や建物などの建設事業費や用地の購入費、災害復旧費など
扶　助　費　生活保護費や障害者等への援助費など福祉のためのお金
物　件　費　委託料や使用料、光熱水費、消耗品費、備品購入費、修繕費など
補 助 費 等　市各種団体への補助金や交付金、保険料、謝礼など
維持補修費　施設や道路などの維持補修費
公　債　費　借り入れた市債の返済に充てる経費で、元金の返済金とその利息

市税の種類
市　民　税
固定資産税
軽自動車税
た ば こ 税
入　湯　税

決　算　額 　
13億9,455万円
31億7,862万円

6,972万円
2億5,083万円
1億6,744万円

構 成 比
27.5％
62.8％
1.4％
5.0％
3.3％

決算状況



９

お知らせします

平成16年度 下呂市の決算状況
お知らせします

平成16年度 下呂市の決算状況
お知らせします

平成16年度 下呂市の決算状況
お知らせします

平成16年度 下呂市の決算状況

　平成１６年度の決算は、新生下呂市としての実質１年目の決算です。行財政改革や
総合計画策定に取り組む年度となり、合併で必要となった事業の他は継続事業を主と
した執行になりました。一般会計の決算額は、歳入が２１９億３，８７１万８千円（前
年度比１２．８％減）、歳出が２１０億３，９０２万６千円（前年度比１１．１％減）
となり、翌年度へ繰り越すべき財源２，５４２万４千円を差し引いた実質収支は８億
７，４２６万８千円の黒字となりました。

決算概要

平成16年度一般会計の主な事業

平成16年度会計別決算

下呂市総合計画策定事業

電算システムの統一事業

土地評価システム整備事業

防災行政無線機器等整備事業

特別養護老人ホーム等整備事業

県営中山間総合整備事業

区　　　　　　　　分
一　　　　般　　　　会　　　　計

特　
　

別　
　

会　
　

計

小　　　　計
合　　　　　　　計

歳　入　決　算　額 歳　出　決　算　額

1,029 万 9千円

1億2,007万5千円

5,754 万円

1億1,791万5千円

2億390 万円

8,797 万 9千円

 県営ふるさと農道整備事業

 農村地域ＣＡＴＶ網整備事業

 小川２号線道路改良事業

 まちづくり交付金事業

 市営住宅白山団地建設事業

 災害復旧事業

1億982万 4 千円

2億4,541万 3 千円

1億4,738万 4 千円

1億2,065万 9 千円

1億4,256万 6 千円

2億5,293万 8 千円

国  民  健  康  保  険   （事  業  勘 定）
老 人 保 健
介　　護　　保　　険（サ ー ビ ス）
介　　護　　保　　険（事 業 勘 定）
簡 易 水 道
下 水 道
観 光
国 民 健 康 保 険（診 療 施 設）
C A T V 放 送
C A T V 通 信
下 呂 財 産 区
竹 原 財 産 区
上 原 財 産 区
中 原 財 産 区
金 山 財 産 区
下 原 財 産 区
東    財  産  区

210 億 3,902 万 6 千円
33 億 7,047 万 5 千円
45 億 4,229 万 3 千円

7 億 9,206 万円
18 億 3,535 万 9 千円
11 億 7,598 万 9 千円
45 億 234 万 1 千円
2 億 1,527 万 5 千円
4 億 7,972 万 7 千円

4,546 万 6 千円
2,892 万 5 千円
1,068 万 6 千円
21 万 7 千円
96 万 2 千円
165 万 7 千円
2 万 8 千円

485 万 4 千円
4 万 4 千円

170 億 635 万 8 千円
380 億 4,538 万 4 千円

219 億 3,871 万 8 千円
39 億 8,423 万 2 千円
46 億 781 万 2 千円
8 億 3,003 万 1 千円
19 億 3,317 万 6 千円
12 億 3,058 万 9 千円
45 億 9,139 万 7 千円
2 億 1,527 万 5 千円
5 億 1,011 万 9 千円

4,839 万 3 千円
2,982 万 3 千円
1,835 万 9 千円
99 万 9 千円
129 万 3 千円
541 万 8 千円

1,072 万 2 千円
900 万 1 千円
29 万 4 千円

180 億 2,693 万 3 千円
399 億 6,565 万 1 千円

決算状況
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12
月
５
日
未
明
か
ら
、
市
内
は

今
冬
初
め
て
の
本
格
的
な
積
雪
に

見
舞
わ
れ
、
６
日
朝
ま
で
の
大
量

の
積
雪
で
停
電
や
農
業
用
ハ
ウ
ス

の
倒
壊
が
相
次
ぎ
、
市
民
の
暮
ら

し
に
大
き
な
影
響
が
で
ま
し
た
。

　

特
に
雪
の
重
み
に
よ
る
倒
木
で

電
線
に
影
響
を
与
え
、
馬
瀬
地
域

の
ほ
ぼ
全
域
と
萩
原
地
域
の
一
部

約
８
０
０
世
帯
で
は
、
５
日
14
時

50
分
ご
ろ
か
ら
最
大
で
約
５
時

間
に
わ
た
り
停
電
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
萩
原
町
山
之
口
と
尾
崎
１
区

地
内
で
も
５
日
20
時
30
分
か
ら
停

電
。
約
１
６
０
世
帯
が
電
源
車
を

配
置
し
て
応
急
送
電
が
行
わ
れ
る

６
日
夜
ま
で
24
時
間
に
わ
た
っ
て

不
便
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
萩
原
振
興
事
務
所
内

に
雪
害
対
策
本
部
を
設
置
。
除
雪

や
独
居
老
人
の
安
否
確
認
な
ど
対

応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

【
総
務
部
総
務
課
】

市
民
の
暮
ら
し 

大
雪
が
襲
う

各
所
で
停
電　

復
旧
や
除
雪
作
業
に
追
わ
れ
る

雪の重みで木が倒れ電線に接触。(萩原町上呂で )

　

市
で
は
、
来
年
３
月
を
め
ど
に

下
呂
市
を
象
徴
し
イ
メ
ー
ジ
す
る

花
と
木
を
選
定
す
る
た
め
、
11
月

30
日
、「
下
呂
市
の
花
と
木
選
定

委
員
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
学
識
経
験
者
や
花
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
15
人
で
組
織

さ
れ
、
会
議
で
は
選
定
基
準
や
方

法
が
検
討
さ
れ
、
今
後
委
員
会
の

中
で
花
と
木
の
候
補
を
絞
り
込
み
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
最

終
的
に
決
定
す
る
こ
と
な
ど
を
決

め
ま
し
た
。

　

委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す(

◎

委
員
長
、
○
副
委
員
長)

。

◎
大
前
武
憲
、
○
井
戸
秀
久
、
江

原
清
寿
、
小
越
利
信
、
神
戸
忠
夫
、

日
下
部
茂
樹
、
近
藤
紀
巳
、
坂
本

寿
一
、
住
英
明
、
滝
多
賀
男
、
中

島
忠
重
、
成
瀬
冨
士
一
、
藤
岡
久

美
子
、
柚
原
慶
彦
、
和
田
志
津
美

〔
敬
称
略
〕

【
企
画
部
総
合
政
策
課
】

下呂市ニュース

市
の
花
と
木
を
決
め
よ
う

　
　
　
　

下
呂
市
の
花
と
木
選
定
委
員
会
を
設
置

下
呂
市
に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
基
盤
の
整
備
を

　
　
　
　
　
　
　
　

８
事
業
者
が
市
に
提
案

市の花と木を決めようと開かれた花木選定委員会

　

下
呂
市
地
域
情
報
化
計
画
推

進
委
員
会(

山
川
博
己
委
員
長)

は
、
11
月
24
日
、
下
呂
市
民
会

館
で
、
放
送
・
通
信
事
業
者
な

ど
８
社
か
ら
市
内
の
放
送
・
通

信
基
盤
整
備
の
事
業
提
案
を
受

け
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
が
開

局
し
た
金
山
地
域
と
、
民
間
通

信
事
業
者
に
よ
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
一
部

地
域
が
あ
る
一
方
、
全
く
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
地
域
も
あ
り
、
情

報
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
２
０
１
１
年
か
ら
始
ま
る
地

上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応

も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
市
内
の
現
状
を

ふ
ま
え
、
最
新
の
技
術
的
な
動

向
や
業
界
の
規
制
緩
和
な
ど
を

考
慮
し
た
整
備
手
法
を
広
く
公

募
し
、
下
呂
市
に
ふ
さ
わ
し
い

放
送
・
通
信
基
盤
の
整
備
を
検

討
し
よ
う
と
同
委
員
会
が
計
画
。

公
募
で
応
募
の
あ
っ
た
８
社
が

そ
れ
ぞ
れ
整
備
手
法
や
整
備
費

用
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
概

算
、
採
用
技
術
の
将
来
性
な
ど

を
提
案
し
ま
し
た
。

 

提
案
の
様
子
は
一
般
に
も
公
開

さ
れ
、
各
地
区
自
治
会
や
Ｔ
Ｖ

共
聴
組
合
、
市
議
会
議
員
な
ど

50
人
が
傍
聴
に
訪
れ
、
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
提
案
の
中
か
ら
、
下
呂

市
に
合
っ
た
効
率
的
で
低
コ
ス

ト
、
将
来
性
の
あ
る
整
備
方
法

を
選
定
し
、
来
年
度
で
の
実
施

計
画
・
設
計
を
目
指
し
ま
す
。  

　
　

 　
　
　
【
企
画
部
情
報
課
】事業者の提案を熱心に聞く委員や傍聴者
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第
14
回
花
の
都
ぎ
ふ
花
か
ざ
り
コ
ン
ク
ー

ル
の
審
査
結
果
が
発
表
さ
れ
、
市
内
か
ら
４

人
と
１
店
舗
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
岐
阜
県
が
「
花
の
都

ぎ
ふ
」
運
動
の
一
環
と
し
て
平
成
４
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
道
路
、
公
園
、

庭
園
、
窓
辺
な
ど
で
美
し
く
、
潤
い
の
あ
る

花
飾
り
を
実
践
さ
れ
て
い
る
個
人
団
体
、
店

舗
、
企
業
な
ど
を
顕
彰
し
て
い
ま
す
。
平
成

17
年
度
の
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
４
７
０
件
の

応
募
が
あ
り
、
内
市
内
か
ら
は
68
件
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　

見
事
入
賞
し
た
の
は
、
個
人
部
門
の
ミ
ニ

ス
ペ
ー
ス
の
部
で
銀
賞
に
、
河
瀬
秀
昭
さ
ん

(

萩
原
町
萩
原)

、
同
部
銅
賞
に
島
直
子
さ
ん

(

萩
原
町
野
上)

と
二
村
千
代
子
さ
ん(

萩
原

町
上
村)

、
同
部
門
ガ
ー
デ
ン
の
部
で
銅
賞

に
島
田
た
ず
子
さ
ん(

乗
政)

が
、
ま
た
店

舗
部
門
銅
賞
に
サ
ロ
ン
・
ド
・
ガ
ト
ー
・
タ

カ
バ
ヤ
シ
（
萩
原
町
奥
田
洞
）
で
す
。

　

河
瀬
さ
ん
は
、
玄
関
先
の
ミ
ニ
ス
ペ
ー
ス

を
大
小
の
コ
ン
テ
ナ
を
使
っ
て
迫
力
の
あ
る

花
飾
り
を
実
現
。
そ
の
工
夫
が
今
回
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
入
賞
さ
れ
た
方
以
外
に
市
内
で
15
人

に
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

花
飾
り
を
実
践
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
、

次
回
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
て
み
ま
せ

ん
か
。　
　

　
　
　
　
　
　
【
企
画
部
・
総
合
政
策
課
】

個人部門で入賞した皆さん ( 右から島田たず
子さん、島直子さん、河瀬秀昭さん、二村千
代子さん )

花
飾
り
で
市
民
健
闘

コ
ン
ク
ー
ル
で
４
人
・
１
店
舗
が
入
賞

青
少
年
の
つ
ど
い
を
開
催

「
わ
か
あ
ゆ
賞
」
の
授
与
式
や
少
年
の
主
張
発
表

　

下
呂
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
に
よ
る
「
青
少
年

の
つ
ど
い
」
が
11
月
26
日
、
星
雲
会
館
で
開
か
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
や
奉
仕
活
動
な
ど
で
活
躍
し
た
児
童
・

生
徒
ら
を
顕
彰
す
る
「
わ
か
あ
ゆ
賞
」
の
授
与
式
や

中
学
生
に
よ
る
少
年
の
主
張
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

わ
か
あ
ゆ
賞
は
、
青
少
年
の
自
己
研
さ
ん
や
勇
気

あ
る
善
行
に
賛
意
を
送
ろ
う
と
今
年
度
制
定
し
た
も

の
で
、
平
成
16
年
度
に
全
国
規
模
の
大
会
や
コ
ン

ク
ー
ル
出
場
者
な
ど
36
人
、
４
団
体
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
少
年
の
主
張
発
表
で
は
、
８
人
が
家
庭

や
学
校
生
活
な
ど
の
中
か
ら
感
じ
た
こ
と
な
ど
を

表
現
豊
か
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
市
教
委
・
社
会
教
育
課
】

河瀬さん宅の花飾り

わかあゆ賞の授与式

県
天
然
記
念
物

「
古
子
の
紅
梅
」
修
復

　
　
　
　
　
　

県
・
市
の
補
助
を
受
け
実
施

　

大
型
の
台
風
14
号
の
影
響
で
９

月
７
日
朝
、
幹
が
折
れ
た
小
坂
町

長
瀬
の
県
天
然
記
念
物
「
古
子
の

紅
梅
」
の
修
復
作
業
が
概
ね
終
了

し
ま
し
た
。

　

古
子
の
紅
梅
は
樹
齢
約
七
百
年
。

高
さ
13
メ
ー
ト
ル
、
幹
回
り
2.8
メ
ー

ト
ル
で
、
根
元
付
近
か
ら
幹
が
二

手
に
分
か
れ
た
形
に
な
っ
て
い
て
、

そ
の
片
方
が
突
風
で
折
れ
た
お
り
、

県
や
市
の
補
助
を
受
け
所
有
者
が

修
復
作
業
を
行
い
ま
し
た
。　

　
　
　
【
市
教
委
・
社
会
教
育
課
】

台風 14 号の
突風で折れた幹

慎重な作業で
元の姿に戻っ
た紅梅　　

下呂市ニュース
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日
本
全
国
で
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
少
子
高
齢
化
の
流
れ

は
、
下
呂
市
に
お
い
て
も
顕
著
で

あ
り
、
保
育
園
児
数
の
減
少
と
い

う
数
字
に
も
明
確
に
表
れ
て
き
て

い
ま
す
。
現
在
、
市
内
に
18
あ
る

保
育
園
は
、
全
て
の
園
で
定
員
を

下
回
り
、
園
児
数
が
30
人
に
も
満

た
な
い
小
規
模
保
育
園
が
７
園

（
約
４
割
）
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
市
で
は
小
規

模
保
育
園
を
統
合
し
な
が
ら
、
施

設
管
理
の
合
理
化
と
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
よ
う
と
、
18
あ

る
保
育
園
を
８
園
に
再
編
す
る
計

画
を
た
て
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
民

間
で
で
き
る
こ
と
は
で
き
る
限
り

民
間
に
お
願
い
し
、
効
率
的
な
施

設
運
営
を
図
る
」
と
い
う
行
政
改

革
の
流
れ
を
受
け
「
統
合
し
、
新

た
に
整
備
し
た
保
育
園
か
ら
経
営

を
民
間
に
お
願
い
し
た
い
」
と
い

う
方
針
も
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

公
の
施
設
に
つ
い
て
は
す
べ

て
、
こ
う
し
た
民
営
化
が
検
討
さ

れ
て
い
く
中
で
、
民
営
化
に
対
す

る
市
の
基
本
的
な
考
え
方
と
保
育

園
の
公
設
民
営
化
に
つ
い
て
の
動

き
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

「
官
か
ら
民
へ
」
と
い
う

時
代
の
流
れ

　

今
ま
で
「
役
所
（
官
）
が
行
う

こ
と
が
当
然
」
と
考
え
ら
れ
て
き

た
様
々
な
業
務
の
う
ち
、実
は「
業

者
（
民
）
が
行
っ
た
方
が
、
コ
ス

ト
も
サ
ー
ビ
ス
も
良
く
な
る
」
と

い
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
大

き
な
組
織
で
は
国
鉄
や
電
電
公
社

等
の
民
営
化
、
ご
く
身
近
で
も
、

福
祉
業
務
や
給
食
業
務
、
公
共
交

通
機
関
の
民
間
委
託
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
民
営
化
で

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
国
が
進
め
て
い
る
郵
政
民
営

化
も
そ
う
で
す
が
、「
採
算
の
取

れ
な
い
地
域
か
ら
郵
便
局
が
消
え

て
し
ま
う
」
と
か
、「
地
域
に
よ

っ
て
は
不
公
平
が
生
じ
る
」
と
い

う
不
合
理
が
な
い
よ
う
に
努
め
る

と
と
も
に
、
民
間
の
参
入
が
難
し

い
業
務
も
あ
り
、
そ
う
し
た
業
務

を
見
極
め
る
こ
と
も
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

保
育
園
の
民
営
化

　

全
国
に
あ
る
約
２
万
２
千
の
保

育
園
は
、
近
年
、
自
治
体
の
厳
し

い
財
政
事
情
な
ど
に
伴
う
民
営
化

で
、
公
立
私
立
の
割
合
は
ほ
ぼ

半
々
（
以
前
は
約
６
割
が
公
立
）

と
な
り
、
今
後
も
私
立
の
割
合
が

増
え
る
見
込
み
で
す
。
特
に
、
平

成
16
年
度
に
保
育
園
運
営
費
補
助

金
が
一
般
財
源
化
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、「
保
育
料
や
経
費
の
見
直

し
を
行
う
」、「
運
営
方
法
を
検
討

す
る
」
な
ど
の
問
題
が
、
避
け
て

通
る
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

下
呂
市
で
も
、
民
間
に
で
き
る

こ
と
は
民
間
に
委
託
し
コ
ス
ト
削

減
を
図
る
と
と
も
に
、
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
よ
り
向
上
さ
せ
る
た
め
、
業
務

内
容
を
見
直
す
「
行
政
改
革
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

保
育
園
に
関
し
て
も
、「
統
合
し
、

新
し
く
整
備
し
た
保
育
園
か
ら
順

次
民
営
化
を
進
め
て
い
く
」
と
い

う
こ
と
が
市
の
方
針
と
し
て
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
公
設
民
営
化
と
は
、

市
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

保
育
園
の
民
営
化
は
、「
公
設
民

営
化
方
式
」
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
設
置
者
と
し
て
の
責
任

は
市
が
負
い
、
運
営
の
み
社
会
福

祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
（
民
間
）
に

委
託
す
る
と
い
う
も
の
で
、
保
育

の
根
幹
は
「
下
呂
市
保
育
方
針
」

に
沿
い
な
が
ら
、
民
間
の
発
想
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
保
育
園
運
営
に
取
り

入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、「
保
育
の
方

針
」「
保
育
料
」「
施
設
の
整
備
」

等
重
要
な
部
分
は
、
他
の
市
営
保

育
園
と
同
じ
扱
い
と
な
り
ま
す
。

委
託
先
は
広
く
公
募
を

　

公
設
民
営
化
す
る
保
育
園
の
委

託
先
や
委
託
基
準
の
選
考
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
な
ど
一

般
の
方
に
も
参
画
い
た
だ
け
る
組

織
を
結
成
し
、
十
分
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
進
め
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
最
も
適
し
た
委
託

先
を
決
め
る
た
め
に
、
既
に
保
育

園
の
経
営
に
実
績
の
あ
る
社
会
福

祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
も
広
く
呼

び
か
け
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
委
託
先
の
決
定
に
つ
い
て

は
、
民
間
も
含
め
た
選
考
委
員
会

で
慎
重
に
選
考
し
、
議
会
で
承
認

を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
委
託
先
の
選
考
過

程
な
ど
公
設
民
営
化
の
動
向
に
関

し
て
は
、市
政
だ
よ
り
等
を
通
じ
、

積
極
的
に
情
報
公
開
し
て
い
き
ま

す
。【

市
教
委
・
子
育
て
支
援
課
】

　保育園の民営化について保育園の民営化について
　市の考え方を　市の考え方を
　お伝えします　お伝えします

平成 18 年９月完成予定の南保育園



 
お
答
え
し
ま
す

  　　
　

「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
見
・
提
案
」に
寄
せ
ら
れ
た

　
　

ご
意
見
ご
提
案
に
対
す
る
回
答

行
政
改
革
大
綱
の
内
容
に
つ
い
て
、
市
民
の
関
心
の
高
い
も
の
、

皆
さ
ん
の
生
活
に
身
近
な
も
の
を
選
び
、
解
説
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
総
務
部
・
行
政
改
革
推
進
室
】

行
政
改
革
大
綱
の
解
説

行
政
改
革
大
綱
の
解
説

行
政
改
革
大
綱
の
解
説

No.5

　

地
産
地
消
は
、
住
民
の
み
な
ら

ず
観
光
産
業
な
ど
と
も
連
携
し
、

積
極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
各
方
面
か

ら
の
取
り
組
み
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。

■
市
で
は
『
地
産
地
消
の
推
進
』

を
平
成
17
年
度
か
ら
重
要
政
策
と

し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。
推
進
す

る
方
針
と
し
て
、
一
つ
は
基
幹
産

業
で
あ
る
観
光
に
「
食
」
を
結
び

つ
け
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
身
土

不
二
の
理
念
に
基
づ
き
、
市
民
が

こ
の
地
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
消

費
す
る
。
こ
の
ふ
た
つ
を
柱
と
し

ま
し
た
。

　

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
昨

年
11
月
14
日
に
「
下
呂
市
地
産
地

消
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、

構
成
員
に
は
生
産
者
と
消
費
者
の

ほ
か
、
旅
館
・
飲
食
店
な
ど
の
観

光
に
関
わ
る
方
々
に
加
わ
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
産
地
消
は
難
し
い
テ
ー
マ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の

ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
様
々
な
分
野
と

の
協
調
に
よ
り
、
時
間
を
か
け
て

下
呂
市
独
自
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【
農
林
振
興
部
農
林
振
興
課
】

　

山
林
が
荒
廃
し
て
い
ま
す
。
間

伐
な
ど
に
よ
る
森
林
管
理
の
推
進

や
広
葉
樹
な
ど
へ
の
林
種
転
換
な

ど
積
極
的
に
推
進
・
指
導
し
て
い

く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

■
森
林
は
水
源
涵
養
、国
土
保
全
、

木
材
生
産
、
保
養
、
森
林
生
態
系

の
保
全
な
ど
多
面
的
な
機
能
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
木
材
価
格
の

低
迷
、担
い
手
不
足
な
ど
に
よ
り
、

山
林
所
有
者
の
森
林
へ
の
関
心
が

低
下
し
、
間
伐
手
遅
れ
森
林
の
増

加
等
に
よ
り
山
林
が
荒
廃
し
、
大

き
な
災
害
を
引
き
起
こ
す
ケ
ー
ス

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
面
積
の
92
％
を
山
林
で
占
め

る
当
市
で
は
、
間
伐
を
は
じ
め
と

す
る
森
林
整
備
を
図
る
こ
と
に
よ

り
災
害
に
強
い
山
づ
く
り
を
進

め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
市
で
は
、
間
伐
を
積
極

的
に
進
め
る
た
め
に
森
林
整
備
推

進
指
導
員
の
設
置
、
効
率
的
に
間

伐
を
行
う
た
め
の
団
地
間
伐
の
推

進
、
間
伐
へ
の
市
補
助
金
の
上
乗

せ
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
地
域
で
は
「
森
林
整
備
地

域
活
動
支
援
交
付
金
」
を
活
用
し

た
森
林
の
現
況
調
査
、歩
道
整
備
、

山
林
の
境
界
確
認
作
業
な
ど
の
活

動
を
と
お
し
山
林
へ
の
関
心
も
高

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
森

林
の
多
面
的
機
能
を
多
く
持
つ
広

葉
樹
の
特
長
を
活
か
し
た
森
林
の

整
備
を
進
め
る
た
め
「
里
山
林
種

転
換
事
業
」
に
よ
り
広
葉
樹
の
苗

木
の
配
布
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
５
月
21
日
に
は
当
市

で
全
国
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
全
国
か
ら
訪
れ
る
方
々
に
、

下
呂
市
の
森
林
を
見
て
感
動
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
森
林
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
　

【
農
林
振
興
部
農
林
振
興
課
】

 13

戦
略
的
な
広
報
公
聴
活
動
の
実
現

　

市
民
の
意
見
や
情
報
を
幅
広
く

集
め
、
そ
れ
ら
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
17
年
度

に
秘
書
広
報
課
を
設
置
し
、
広
報

公
聴
活
動
の
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

◇
多
様
な
広
報
公
聴
活
動
の
充
実

　

市
政
は
市
民
の
声
を
尊
重
し
て

運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
行
政
改
革
大
綱
は
「
市
長
へ

の
手
紙
」
や
行
革
委
員
の
意
見
を

伺
い
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
市

の
総
合
計
画
は
「
ま
ち
づ
く
り
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
よ
り
多
く
の
市

民
の
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し

た
。
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策

定
に
お
い
て
も
同
様
の
手
法
を
用

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
サ
ロ

ン
や
市
政
懇
談
会
で
は
、
市
長
自

ら
が
市
民
と
の
直
接
対
話
に
よ
っ

て
、
市
民
の
声
を
聴
き
、
施
策
の

説
明
や
立
案
に
努
め
て
い
ま
す
。

◇
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　

広
報
活
動
の
両
輪
と
し
て
、
広

報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に

取
り
組
み
ま
す
。
特
に
市
の
政
策

や
抱
え
る
問
題
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
、
市
民
と
の
情
報
共
有

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
市
民
と
の

対
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き

る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
は
、「
あ
な
た
の
声
を
市

政
に
」と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

市
民
の
意
見
や
要
望
、
苦
情
を
伺

い
、市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

◇
ま
ち
づ
く
り
情
報
誌
等
の
作
成

　

子
育
て
支
援
情
報
紙
な
ど
、
ま

ち
や
む
ら
の
生
活
に
必
要
な
情
報

や
、
市
民
の
草
の
根
活
動
な
ど
、

様
々
な
情
報
を
発
信
す
る
タ
ウ
ン

情
報
誌
を
市
民
と
の
協
働
で
作
成

し
、
暮
ら
し
や
す
い
楽
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
支
援
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

◇
入
札
情
報
の
公
開　

　

工
事
な
ど
の
発
注
の
予
定
や
入

札
結
果
な
ど
の
入
札
情
報
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
入
札
の
案
内
」

で
全
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
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　11月19日夜、金山町大船渡の下原公民館で
市民ら約80人が思い出の60～70年代の青春
ソングを楽しみました。
　地元の「かなやま音楽振興会」や「オルケ
スタ・バンダナ」のほか、関市のアマチュア
バンド「ホットポンキッキーズ」が、「サタデ
イ」、「スタンドバイミー」、「白いブランコ」
などポップスやグループサウンズなどを演秦。
　集まったファンらは、一緒に歌いながら当
時を懐かしんでいました。

癒やしの歌声癒やしの歌声
がんばり続けてがんばり続けて
２０年２０年

　小坂町のコーラスグループ「あんだんてＯＳＡ
ＫＡ」が 12月３日、結成 20周年記念「星降る
里のクリスマスコンサート」を小坂町大島のきこ
りセンターで開きました。
　市民ら約 100人を前に、「冬のソナタ」のテー
マ曲など７曲を歌ったほか、地元のコーラスグ
ループ「ハーモニーママ」やアコースティックギ
ターバンド「石と岩」、ピアノ教室の中学生が共
演し、合唱や演奏を披露。来場者は美しいハーモ
ニーと音色に癒やされていました。

　下呂小学校３年生 62人が 12月２日、馬瀬惣島の
総島小学校 ( 児童 31人）を訪ね３、４年生 10人と
授業やドッジボールを通して交流を深めました。
　規模の違う学校の交流から、児童に違う視点を持
ち生きる力を伸ばそうと、今年７月から相互交流が
実施されています。複式授業を初めて見た下呂の児
童たちは、「少ない人数なのに皆、活発に意見をだし
ている」と驚いていました。ドッジボールで交流を
深めた児童は、互いの健闘をたたえたり、住所交換を
するなど、友だちがたくさんできたと喜んでいました。

下呂っ子、馬瀬っ子
　　　ともだちになったよ

なつかしの青春ソング楽しむ

両校児童が一緒に楽しんだドッジボール両校児童が一緒に楽しんだドッジボール

かなやま音楽振興会、オルケスタ・バンダナの共演かなやま音楽振興会、オルケスタ・バンダナの共演
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　下呂市民吹奏楽団のファミリーコンサー
トが12月３日、萩原町の星雲会館で開かれ、
映画音楽、マーチなどが演奏されました。
　コンサートは3部構成で、楽団の40人が
迫力の演奏を披露。南ひだ少年少女合唱団
も第2部に出演。ともに集まった約300人の
聴衆を魅了しました。

願い詰まったタイムカプセル

　「下呂石シンポジウム2005」が11月20日、下
呂観光会館で開かれ、記念講演や実践発表、弓
矢の体験、下呂石で作った琴の演奏などが行われ
市民など約200人が下呂石を楽しく学びました。
　下呂石は10万年前に湯ヶ峰が噴火して出来た
ガラス質の流紋岩で、旧石器時代から縄文時代
にかけてやじりなどの石器として広く使われ、
県内外の遺跡などから見つかっています。

古代ロマンあふれる
　　下呂石シンポ2005

下呂市民吹奏楽団　
　　　　　　聴衆魅了

　(財)日本ボーイスカウト県連盟育成会の設立30
周年を記念してタイムカプセルの埋設が11月20日、
小川にあるスカウト林で行われました。下呂や小坂
など飛騨地区の６団、６歳から14歳のスカウトや
指導者、親など85人が参加。直径28㎝高さ40㎝の
プラスチック製カプセルにメッセージカードや名簿、
写真などを納め埋設しました。カプセルは20年後
に掘り出す予定です。

小学校で
　花もちづくり
　　公共施設など
　　　　に寄贈

迫力の演奏を披露した市民吹奏楽団迫力の演奏を披露した市民吹奏楽団

尾崎小５年生代表から尾崎小５年生代表から

　萩原町の尾崎小学校５年生と上原小学校５年
生が育てたもち米で作った「花もち飾り」が12
月上旬、市内の公共施設などに贈られました。
　市役所下呂庁舎では、児童が「私たちが育て
たもち米で作りました。飾ってください」と山
田市長に手渡しました。

上原小５年生代表から上原小５年生代表から

20年後の再会を誓いカプセルを埋めるスカウトの隊員20年後の再会を誓いカプセルを埋めるスカウトの隊員

弓矢を体験する参加者弓矢を体験する参加者
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問い合わせ先 はぎわら図書館 ☎52-4800 小坂図書室 ☎62-3366  

　　　　　　　　下呂市図書室　 ☎25-2489　　金山図書室 ☎32-2449

 馬瀬図書室　　 ☎47-2111

１月の絵本の読み聞かせ

１月14日(土) 14：00 ～ (星雲会館３階ロビー )

１月28日(土) 10：00 ～ (小坂山村開発ｾﾝﾀｰ)

１月28日(土) 14：00 ～ (下呂中央児童館)

ストーブは時に
あなたの生命財産をも奪う！

◆告白　　チャールズ・ジェンキンス

◆凍（とう）　　　　 　   沢木耕太郎

◆県庁の星　　　　　　　　桂　望実

◆アカシア　　　　　         辻   仁成

◆四月の雪　　 　　         　ホ・ジノ

◆人間の終焉　      ビル・マッキベン

◆ツキコの月　  　            伊集院静

◆楽園の眠り                     馳   星周

◆三番手の男　                   童門冬二

◆情報のみかた                     山田奨治

◆プーさんの鼻                  俵   万智

◆きみの友だち                  重松   清

◆かんじき飛脚                  山本一力         

◆図書館に訊け！               井上真琴

◆憑神（つきがみ）　          浅田次郎

◆無事、これ名馬            宇江佐真理

◆あの日にドライブ 　        荻原   浩

◆隠居の日向ぼっこ           杉浦日向子

◆東洋医学で食養生             高橋楊子

◆寂聴あおぞら説法Ⅲ      瀬戸内寂聴

◆アンボス・ムンドス            桐野夏生

◆恋せども、愛せども            唯川   恵

◆子育て不安の処方箋            山崎晃資

◆もう、若くはないけど      喜多嶋隆

◆本当はちがうんだ日記         種村  弘

◆ネクロポリス　上・下　     恩田  陸

◆だから母と娘はむずかしい 

                       キャロリーヌ・エリアシェフ

◆原寸図鑑葉っぱで覚える樹木　 濱野周泰

主な新着図書

他の新着図書は、各図書室の新着リスト
をご覧ください。

今月の
一冊

『おれたち、ともだち』
　　　　　　絵本シリーズ（全7冊）

ひょんなことから友達になったキツ
ネとオオカミが繰り広げるお話。友
達になって大切な存在だからこそ･･･
互いを思いやる温かい空気を感じる
絵本です。そして毎回最初と最後に
登場するミミズクじいさんの存在･･･
つぶやきが、お話の大事なかぎだっ
たりします！

暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
は
、
少
し
の

心
が
け
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
挙
げ
る
ポ
イ
ン
ト
を
実
行

し
防
火
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
カ
ー
テ
ン
な
ど
着
火
物
の
近
く
で

ス
ト
ー
ブ
を
使
用
し
た
り
、
近
く

で
洗
濯
物
を
干
し
た
り
し
な
い
。

②
給
油
を
す
る
際
は
、
必
ず
ス
ト
ー
ブ
の
火
が
消
え
て
い
る
の

を
確
認
し
て
か
ら
行
う
。

③
就
寝
時
、
外
出
時
は
ス
ト
ー
ブ
の
火
が
消
え
て
い
る
か
再
度

確
認
す
る
。

④
灯
油
は
、
金
属
製
の
缶
ま
た
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
場
合
は
推

奨
・
認
定
マ
ー
ク
の
つ
い
た
缶
（
５
年
が
交
換
の
目
安
で

す
。）
を
使
用
し
、
暗
く
て
温
度
の
低
い
場
所
に
保
管
す
る
。

⑤
も
し
も
の
時
に
備
え
て
住
宅
用

　

火
災
報
知
器
を
設
置
す
る
。（
新

　

築
や
改
築
な
ど
の
場
合
は
平
成

　

18
年
６
月
１
日
か
ら
、
既
存
の

　

場
合
は
平
成
23
年
６
月
１
日
よ

　

り
義
務
設
置
と
な
り
ま
す
。）

　

新
年
を
迎
え
い
っ
そ
う
寒
さ
も
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
時

期
に
使
わ
れ
る
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
は
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

　

昨
年
１
月
〜
３
月
ま
で
全
国
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
（
放
火

自
殺
者
等
を
除
く
）
は
４
５
６
人
で
前
年
同
期
と
比
べ
る
と
46
人

増
加
し
昭
和
61
年
以
来
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
１
月
〜
３
月
ま
で
の
建
物
火
災
の
出
火
原
因
の
う

ち
『
ス
ト
ー
ブ
』
は
コ
ン
ロ
に
続
く
２
位
で
す
。（
前
年
同
期
比
較

し
約
10
％
増
）
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人

　  御嶽山が望める人里

　 門和佐大野

この

　下呂市門和佐に、白川町佐見へぬける県道下呂白川線が

通っていて「大野」と言う集落があります。そこの民家から

300m程入ったところから、御嶽山の頭が見えます。右側か

ら王滝頂上 ( 正確には 2,940m 地点 )、剣ヶ峰。一番高くど

っしりと見えるのは、下呂市と長野県の県境の「一の池」の

縁で下呂市最高地点、そして、継母岳です。摩利支天山や継

子岳は隠れて見えません。地獄谷の上部が良く見え、御嶽山

が噴火したときは、見物にみえた方も多かったようです。

　手前には、左手に特徴的な道が続いている鞍掛峠が確認で

き、三国山、唐塩山などの阿寺山系が連なっています。市内

の居住地の小坂以外は、阿寺山系にさえぎられまず御嶽山は

見えません。この大野地区は、御嶽山が眺められる貴重な場

所と言えます。

　日本の山岳は、昔から神霊の住む所としてあがめられてい

ますが、江戸から明治時代には一般庶民が登拝する御嶽信仰

が盛んとなりました。しかし、木曽側に比べ飛騨側はそれほ

どでもなく、登山口の小坂濁河には、御嶽講の里宮がありま

すが、地元に信者さんはいないそうです。近くの「竹原」や

「火打」からは、御嶽山は見えませんが御嶽神社があります。

神社を守る人が高齢化していると聞きました。信仰しないま

でも、山に対しては常に謙虚で敬虔な気持ちを持ちたいもの

です。       　　　　　   　　　　　 ( 写真・文　酒井ミユキ )

門和佐大野地区から (11/1)

No.8

標高 600m位

　

今
年
11
月
、
千
葉
市
で
開
か

れ
た
「
第
７
回
全
国
米
・
食
味

分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、

萩
原
町
野
上
の
成
田
茂
さ
ん
が

育
て
た
「
龍
の
瞳
」
が
、
特
別

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
新

潟
県
南
魚
沼
市
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

な
ど
全
国
の
銘
柄
米
が
名
を
連

ね
る
な
か
、
品
種
登
録
前
の
「
龍

の
瞳
」
が
入
賞
す
る
の
は
快
挙

で
す
。

　

龍
の
瞳
は
平
成
12
年
に
、
今

井
隆
さ
ん
が
自
宅
の
圃
場
で
見

つ
け
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
変
異
株
。

稲
の
丈
は
通
常
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

よ
り
10
セ
ン
チ
ほ
ど
高
く
、
米

粒
も
1.4
倍
の
大
粒
。
甘
く
て
ね

ば
り
も
強
く
、
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
品
種
登
録

出
願
を
目
指
し
て
試
験
栽
培
を

重
ね
、
平
成
15
年
４
月
、
農
水

省
に
対
し
品
種
登
録
を
出
願
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
下
呂
市
を
中
心
に

22
戸
の
農
家
が
5.3
㌶
を
作
付
け
。

こ
れ
ら
は
、
箱
苗
、
本
田
除
草
１

回
の
み
農
薬
を
使
い
、
有
機
由

来
の
チ
ッ
ソ
肥
料
を
半
分
以
上

使
用
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
よ
っ
て
栽
培
さ
れ
、
お

い
し
い
米
を
よ
り
安
心
し
て
食

べ
て
も
ら
お
う
と
す
る
取
り
組

み
で
す
。 

　

今
井
さ
ん
は
、
棚
田
な
ど
の

農
村
風
景
や
水
源
と
し
て
の
山

の
再
生
を
見
据
え
、「
お
い
し
い

米
づ
く
り
を
通
し
て
、
き
れ
い

な
水
、
お
い
し
い
水
に
意
識
が

向
き
、
良
い
水
の
た
め
に
広
葉

樹
と
針
葉
樹
が
共
生
す
る
山
づ

く
り
へ
と
発
展
す
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
」
と
龍
の
瞳
を
通

し
た
里
作
り 

に
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

玄米の写真（左：龍の瞳、右：コシヒカリ）玄米の写真（左：龍の瞳、右：コシヒカリ）

  

今 井 　隆さん（49歳・萩原町宮田）

　コシヒカリの大粒種「龍の瞳」（品種登録出願中）

の生みの親、今井隆さんを訪ねました。

米
づ
く
り
か
ら
き
れ
い
な
水
づ
く
り
へ
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暮らしの情報あれこれ

■今月の市税■
☆市　県　民  税

…………第 ４ 期 分　
☆ 国民健康保険税

…………１　月　分　
●納期限は、1月31日（火）です。
今年度から下呂市と岐阜県は、県税・市税の徴収強化
策として共同徴収を連携して実施しています。

下呂市役所
　下呂庁舎　　　☎24-2222
　萩原庁舎　　　☎52-2000
　小坂振興事務所　☎62-3111
　金山振興事務所　☎32-2201
　馬瀬振興事務所　☎47-2111
下呂市教育委員会
　（星雲会館内）　☎52-2900
下呂市消防本部　☎25-5119

　  1 月の時報　　　朝　１月１日・冬景色　　　昼　雪　　　夕　雪の降る街を

下
呂
市
立
小
中
学
校
講
師

人
材
バ
ン
ク
登
録
者

　

市
内
公
立
小
中
学
校
の
教
職
員

が
産
休
や
病
休
を
取
得
し
た
場
合

の
補
充
者(

講
師)

の
人
材
バ
ン

ク
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
免
許
状
が
あ
り
、
心

身
と
も
に
健
康
で
、
教
育
に
熱
意

の
あ
る
方
な
ら
ば
年
齢
は
問
い
ま

せ
ん
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

登
録
者
の
対
象
業
務　

産
前
産
後

休
暇
、
育
児
休
業
、
病
気
休
暇
な

ど
を
取
得
す
る
市
内
公
立
小
中

学
校
教
職
員(

教
諭
、
養
護
教
諭
、

学
校
栄
養
職
員
等)

の
補
充

登
録
者
の
資
格　

小
学
校
教
諭
、

中
学
校
教
諭
、
養
護
教
諭
、
学
校

栄
養
職
員(

栄
養
士)

な
ど
の
補

充
対
象
と
な
る
免
許
状
を
取
得
し

て
い
る
方(

取

得
見
込
み
も

可)

で
、
心
身

と
も
に
健
康
で
、

教
育
に
熱
意
の

あ
る
方
。

募
集
期
間　

随
時

問
合
先　

市
教
委
・
学
校
教
育
課

☎
52
・
２
９
８
０(

直
通)

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

市
で
は
、
児
童
が
す
こ
や
か
に

育
つ
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、

下
呂
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
昼
間
、
保
護
者
な
ど

が
い
な
い
家
庭
の
児
童
で
す
。

　

利
用
料
金
は
、月
額
７
千
円（
月

の
利
用
日
数
が
10
日
以
下
の
場
合

は
月
額
５
千
円
）
で
す
。

　

平
成
18
年
度
の
利
用
申
し
込
み

は
、
１
月
20
日(

金)

ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
各
振
興
事
務
所
教
育
室

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　県立下呂温泉病院では患者様に、よりわかりやすい診療、より的確な診療を提供するため、平成18年1月1日から電

子カルテシステム（医療総合情報システム）を導入します。これにより患者様の診療内容は、紙カルテ（診療録）か

らコンピュータ管理となります。

　患者様には、放射線画像や検査結果等をパソコン画面に映して、診察結果などをわかりやすく説明でき、また会計

の待ち時間も短くなります。

　なお電子カルテシステムの導入に伴って、１月から外来診療の受付手続き等が次のとおり変わります。

　稼働に向けて準備を重ねてまいりましたが、稼働当初は職員の不慣れによりご迷惑をおかけすることと思います。

よりわかりやすい診療、より適切な診療のため、ご理解とご協力をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇問合先　下呂温泉病院事務局管理課　☎２５・２８２０（内線１２１８）

名　　称 場　所 定 員

 萩原ふるさとクラブ 萩原小学校 ２０人

 小坂ほのぼのクラブ 小坂小学校 １０人

 湯屋ほのぼのクラブ 湯屋小学校 １０人

 下呂めだかクラブ 下呂小学校 ２０人

 竹原めだかクラブ 竹原公民館 １０人

 金 山 児 童 ク ラ ブ 金山小学校 ２０人

◇市内の放課後児童クラブ

※　新しい診察券は、１枚（全診療科使用可）になります。（当分の間は、現在の診察券を使用します。）

初診患者様

再来患者様

初診受付窓口

自動再来受付機
診療科受付・診察 会計窓口 会計支払窓口

診療費支払機

（診察券をお持ちでない方）

（診察券をお持ちの方） ※どちらでもお支払いできます

岐阜県立下呂温泉病院からのお知らせ

１月から電子カルテを導入、
　　　外来診療の手続きが変わります
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▽ロードレース10㌔
　１部　男子（一般・高校生）　２部　壮年男子（40歳以上）
　３部　女子（一般・高校生）　
▽ロードレース５㌔
　４部　男子（一般・高校生）　５部　女子（一般・中高校生）
　６部　男子中学生

▽ジョギング３・５㌔　
　参加制限なし

３月5日（日） 『雨雪決行』
下呂中学校グラウンド前
午前１０時スタート

2006

下
呂
市
育
英
資
金

　

下
呂
市
育
英
資
金
は
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大
学

お
よ
び
、
大
学
な
ど
へ
進
学
し
て

い
る
方
ま
た
は
、
進
学
を
希
望
す

る
方
に
奨
学
金
を
給
貸
与
す
る
制

度
で
す
。

　

学
費
の
支
弁
が
困
難
な
生
計
の

状
態
に
あ
っ
て
、
高
等
教
育
を
目

指
す
人
に
育
英
資
金
の
給
付
お
よ

び
貸
与
を
行
い
、
有
能
な
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

高
等
学
校
な
ど
の
生
徒
に
は
、

給
付
と
な
り
返
済
は
不
要
で
す
。

ま
た
高
等
専
門
学
校
、　

短
期
大

学
生
を
含
む
大
学
生
な
ど
は
、
貸

与
と
な
り
、
卒
業
後
に
返
済
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間

　

１
月
４
日
〜
３
月
31
日
ま
で

給
貸
与
条
件

○
心
身
が
強
健
で
、
右
記
の
目
的

の 

遂
行
能
力
を
有
す
る
と
認

め
ら
れ
る
方
。

○
進
学
を
希
望
し
、
学
費
支
弁
が

困
難
な
方
。

○
給
貸
与
を
受
け
る
方
は
、
他
の

公
的
機
関
か
ら
資
金
の
援
助
等

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
な
ど
。

募
集
要
項

　

市
内
中
学
３
年
生
の
生
徒
・
保

護
者
を
対
象
に
、
１
月
に
学
校
を

通
じ
て
配
布
し
ま
す
。
中
学
生
以

外
の
方
は
、
学
校
教
育
課
ま
た
は

各
教
育
室
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

市
教
委
・
学
校
教
育
課

☎
52
・
２
９
８
０
（
直
通
）

就
学
援
助
制
度

　

就
学
援
助
制
度
と
は
、
お
子
さ

ん
が
小
中
学
校
へ
就
学
す
る
に
あ

た
り
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
学

用
品
費
や
給
食
費
な
ど
の
支
払
い

に
お
困
り
の
保
護
者
に
、
こ
れ
ら

の
費
用
の
一
部
を
市
が
援
助
す
る

も
の
で
す
。

対
象
者　

　

児
童
生
徒
の
保
護
者
で
▽
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
▽

国
民
年
金
掛
金
の
減
免
を
受
け
て

い
る
方
▽
国
民
健
康
保
険
料
の
減

免
ま
た
は
徴
収
猶
予
を
受
け
て
い

る
方
▽
市
民
税
が
非
課
税
の
方
▽

そ
の
他
経
済
的
に
お
困
り
の
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法

　

各
小
中
学
校
に
「
申
請
書
」
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
、
２
月
10
日
ま
で
に
学
校
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

市
教
委
・
学
校
教
育
課

☎
52
・
２
９
８
０
（
直
通
）

ご
存
知
で
す
か
？

寝
た
き
り
・
認
知
症
高
齢
者
の

障
害
者
控
除

　

従
来
か
ら
障
害
者
手
帳（
身
体
・

知
的
・
精
神
・
戦
傷
病
等
）
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
は
、所
得
税
・

地
方
税
法
上
の
障
害
者
控
除
ま
た

は
特
別
障
害
者
控
除
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
障
害
者
手
帳

を
持
っ
て
い
な
い
方
で
も
、
65
歳

以
上
で
「
障
害
者
と
同
程
度
」
ま

た
は
「
寝
た
き
り
」
や
「
認
知
症
」

の
状
態
に
あ
る
場
合
、
福
祉
事
務

所
長
の
認
定
に
よ
り
税
法
上
の
障

害
者
控
除
ま
た
は
特
別
障
害
者
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
申
請
に
基
づ
い
て
審

査
し
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
申
告
を
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

控
除
額　

所
得
税
27
万
円
／
住
民
税
26
万
円

特
別
障
害
者
の
控
除
額　
　
　
　

　

所
得
税
40
万
円
／
住
民
税
30
万
円

※
認
定
書
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
先　

各
振
興
事
務
所

　
　

福
祉
担
当
窓
口
お
よ
び
福
祉
課

◇コース　下呂温泉街

◇表　彰　ロードレース６部門の上位６位まで表彰

◇参加賞　参加者全員に参加賞とゼッケン、無料温泉

　　　　　入浴券、完走者全員に完走証を交付

◇参加料　▽ジョギング…中学生以上1,000 円、小学

　　　　　生以下 500 円▽ロードレース…1,500 円、

　　　　　中学生は 1,000 円（いずれも保険料を含む）

◇申込･問合先

　申込用紙 ( １月に募集チラシを新聞折込します )

に必要事項を記入の上、参加料を添えて大会事務局

（市教委・スポーツ課 ) または各教育室までお申し込

みください。

　　◇主　催　下呂温泉ジョギング大会実行委員会
　　　　　　　☎５２・２９００



 

芝
居

　

◇
下
呂
温
泉
合
掌
村
し
ら
さ
ぎ
座

１
月
公
演
「
南
條
龍
法
一
座
」
１
月
30

日
ま
で
。
10
時
と
14
時
の
１
日
２
回
公

演
。
問 

☎
25
・
２
２
３
９

 

新
年
の
催
し

　

◇
下
呂
温
泉
合
掌
村
新
春
鏡
開
き

１
月
２
日
10
時
か
ら
。
芸
妓
さ
ん
に

よ
る
飛
騨
の
地
酒
サ
ー
ビ
ス
。
先
着

２
０
０
名
様
に
檜
枡
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
問

☎
25
・
２
２
３
９

 

ス
ポ
ー
ツ

　

◇
下
呂
市
ス
キ
ー
の
つ
ど
い　

１
月
15
日
モ
ン
デ
ウ
ス
ス
キ
ー
場
で
。

(

小
中
学
生
対
象)

問 

市
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
52
・
２
９
０
０

 

式
典

　

◇
下
呂
市
消
防
出
初
式　

１
月
４
日

▼
下
呂
・
下
呂
観
光
会
館
／
１
月
５
日

▼
小
坂
・
小
坂
体
育
館
▼
萩
原
・
萩
原

小
グ
ラ
ウ
ン
ド
▼
金
山
・
金
山
市
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
／
１
月
６
日
▼
馬
瀬
・
馬
瀬

振
興
事
務
所
前
で
。

　

◇
下
呂
市
成
人
式
▼
１
月
７
日
13
時

30
分
〜
▼
小
坂
・
小
坂
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
▼
下
呂
・
下
呂
観
光
会
館
▼
馬
瀬
・

馬
瀬
中
央
公
民
館
／
▼
１
月
８
日
13
時

30
分
〜
▼
萩
原
・
星
雲
会
館
▼
金
山
・

金
山
市
民
会
館　

問 

社
会
教
育
課
☎

52
・
２
９
０
０

 

教
室
・
講
座
の
募
集

  

◇
親
子
体
操
教
室

　

親
子
で
一
緒
に
体
を
動
か
し
、
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

対
象　

平
成
14
年
12
月
６
日
〜
平
成
15

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
と
保
護
者

会
場　

星
雲
会
館 

天
慶
の
間

時
間　

10
時
〜
11
時

持
ち
物　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
親
も
子
も

運
動
で
き
る
服
装

問
合
先　

市
教
委
・
社
会
教
育
課

☎
52
・
２
９
０
０

 

◇
菊
作
り
研
修
会　

３
月
５
日
13
時

30
分
か
ら
下
呂
市
民
会
館
で
。
菊
花
会

作
品
展
特
選
受
賞
者
の
栽
培
に
ま
つ
わ

る
発
表
と
指
導
員
に
よ
る
菊
の
作
り
方

の
説
明
な
ど
。
資
料
代
と
し
て
参
加
費

千
円
。
参
加
希
望
者
は
下
呂
菊
花
会
事

務
局
熊
崎
弘
☎
26
・
２
７
７
９
へ
。
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「
多
重
債
務
１
１
０
番
」

　

岐
阜
県
で
は
、
依
然
と
し
て
多

く
の
「
多
重
債
務
」
に
関
す
る
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

多
重
債
務
者
の
支
援
の
一
助
と
な

れ
ば
と
、
県
弁
護
士
会
、
県
司
法

書
士
会
の
ご
協
力
を
得
て
、「
多

重
債
務
１
１
０
番
」
を
開
設
し
ま

す
。

日
時　

１
月
15
日 

10
時
〜
16
時

　

岐
阜
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
８
・
２
６
５
・
０
９
９
９

相
談
料　

無
料

相
談
対
応　

消
費
生
活
相
談
員
、

弁
護
士
、
司
法
書
士

製
造
事
業
所
の
皆
様

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

平
成
17
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
な

お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
先　

企
画
部
総
合
政
策
課

　

☎
24･

２
２
２
２
（
内
線
２
５
２
）

◎
下
呂
市
職
員
人
事 

【
退
職
】
12
月
31
日
付

　

小
池
香
織(

下
呂
農
林
課)

【
訂
正
】

　

12
月
号
20
ペ
ー
ジ
の
『
市
関
連
施
設
の

年
末
年
始
の
休
み
に
つ
い
て
』
次
の
施
設

に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て

修
正
し
ま
す
。

◇
金
山
郷
土
館
、
加
藤
素
毛
館

　

12
月
１
日
〜
２
月
28
日
ま
で
休
み

◇
朝
取
横
丁

　

12
月
30
日
〜
１
月
３
日
ま
で
休
み

月 開催日 (各月曜日 )

１月 16 日 23日 30日

２月 ６日 13 日 20 日 27 日

３月 ６日 20 日 

がんばった人に

おめでとうございます
【叙勲】
■高齢者叙勲（学校保健功労）
　田尻下允孝さん（小坂町小坂町）

　昭和 24年４月から平成 10年３月 31 日までの 41年間の長きに
わたり学校歯科医として児童生徒の健康管理に努められました。

【知事表彰など】
■「岐阜の名匠」知事表彰 11/29
 　金子　平和さん ( 建築大工・萩原町上呂 )

 　竹内清兵衛さん ( 左官・湯之島 )

■卓越技能者知事表彰 11/25 
 　渡辺　　勇さん ( 杜氏・萩原町萩原 )

■「飛騨美濃特産名人」認定  11/21
 　黒木　武男さん ( 花き・萩原町桜洞 )

　

フラワーブラボー・コンクール秋花壇の部  11/27 津市

　▽大賞　中切小学校

県高校新人バレーボール大会  11/20 山県市 

　▽優勝　益田清風高校女子バレーボール部
　※東海大会（12/24 ～ 25. 静岡県掛川市）へ出場

第 24 回全国高校弓道選抜大会県予選   11/12 ～19 岐阜市

　▽女子団体優勝　益田清風高校弓道部
　▽女子個人３位　熊崎愛さん ( 益田清風高２年 )
   ※東海大会 (1/22. 静岡県藤枝市)、全国大会 (3/18～20. 福岡市 )へ出場

 第 56 回県高校男子駅伝競走大会

 第 17 回県高校女子駅伝競走大会  11/6 岐阜市

　▽２位　益田清風高校陸上部 ( 男子 )
　▽３位　益田清風高校陸上部 ( 女子 )
　※東海大会 (11/27. 三重県松坂市 ) へ出場
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暮らしの情報あれこれ

金
山
子
育
て
支
援
拠
点
施
設

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
通
常
開
館
日　

月
〜
金

　

10
時
〜
12
時　

祝
日
は
休
み
。

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
「
あ
そ
ぶ
、
ま
な
ぶ
、

つ
ど
う
、
人
が
つ
な
が
る
」

ひ
な
た
ぼ
っ
こ
で
あ
る
た
め
に
、

ス
タ
ッ
フ
一
同
、知
恵
を
し
ぼ
っ

て
、
こ
こ
ち
よ
い
居
場
所
づ
く

り
に
つ
と
め
ま
す
。

　

遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　

お
正
月
あ
そ
び

■
１
月
23
日
（
月
） 

10
時
〜

か
る
た
と
り
、
ふ
く
わ
ら
い

２
人
ば
お
り
な
ど
、
お
正
月
に

ち
な
ん
だ
遊
び
を
し
ま
す
。

※
年
末
年
始
の
お
休
み

■
12
月
29
日
（
木
）
〜

　
　
　
　
　
　

１
月
９
日
（
月
）

問
合
先　

金
山
町
子
育
て
サ
ポ
ー
ト   

　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
ほ
ほ
え
み
家
族
」

☎
０
９
０･

２
３
４
６･

２
４
２
２

お
ひ
さ
ま
は
う
す 

１
月
開
館
日

▼
18
日
の
「
親
子
で
遊
ぼ
う
」
は
、

手
遊
び
、
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
、
ゲ
ー

ム
な
ど
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い

日にち 開館時間 会　　　　場

11日(水) 10:00 ～ 11:30 いきいきセンター

18日(水) 10:00 ～ 11:30 健康館  「親子で遊ぼう」

20日(金) 10:00 ～ 11:30 東公民館

25日(水) 10:00 ～ 11:30 いきいきセンター

 (子育て支援課☎52・２９００)

　　御嶽少年自然の家 主催事業

小学生以上の子とその家族で参加できます。参加希望の方は、
イベント名、郵便番号・住所・氏名・年令・電話番号を明記の上、
はがき、ＦＡＸ、またはＥメールでお申し込みください。

■２月スキーのつどい

　日　　時：２月１８日（土）～１９日（日）

　申込期間：１月１０日～２月３日まで

　定　　員：１００名 (多数の場合は抽選)

　参加費　：２,０００円 (リフト代別)

■雪と友だちｐａｒｔⅡ
　スキーや雪遊びで御嶽の冬を満喫しよう

　日　　時：２月２５日（土）～２６日（日）

　申込期間：１月１６日～２月１０日まで

　定　　員：１９組 (先着)

　参加費　：２,５００円 (リフト代別)

■３月スキーのつどい

　日　　時：３月４日（土）～５日（日）

　申込期間：１月２３日～２月１７日まで

　定　　員：１００名 (多数の場合は抽選)

　参加費　：２,０００円 (リフト代別)

〒509-3111　小坂町落合　｢御嶽少年自然の家｣
☎ 62-3655　FAX 62-3659　E ﾒｰﾙ c27216@pref.gifu.lg.jp
ホームページ http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s27216/index.htm

市営住宅入居者募集
～下呂地域～

　　幸田住宅307号、309号、310号〔幸田1126番地17〕

　　　　中層耐火３階建　4.5畳ワンルーム

　　　　住宅使用料　１０，０００円

　　　　　（台所・トイレは共用、風呂はありません）

～金山地域～

　　池田団地202号〔金山町菅田桐洞3747番地〕

　　　　中層耐火3階建　３ＤＫ（世帯用）

　　　　住宅使用料　３７，０００円～６０，０００円　

◆入居資格　税金の滞納がない事、住宅に困っている事

◆申込期限　１月２０日（金）

◆問合先　　都市建設部建設課　☎５２・２０００

  愛の献血に、ご協力を

　

　

　 

 後援：ひだ金山ライオンズクラブ（四献運動として献血、献眼、

　　　献腎、骨髄移植への協力活動を実施されています。）

月 / 日 場　所 時　間

１月１５日 ( 日 ) ドライブイン飛山
10 時～ 正 午

13 時～ 16 時

毎年１月２６日は文化財防火デーです

　文化財防火デーは、昭和 24 年 1月 26 日に法隆寺金堂

壁画が焼失したのを受け、昭和 30 年に文化財を火災や

震災、その他の災害から守るため、市民の防火・防災意

識の高揚を図ることを目的に

に定められました。

　市内では毎年、文化財防火

デーに合わせ、国重要文化財

の合掌家屋「旧大戸家住宅」

( 下呂温泉合掌村 ) や門和佐

の芝居小屋「白雲座」、市文

化財の神社・仏閣などで消防

署や文化財関係者による防災

訓練を行っています。

　　合掌家屋に放水する職員
　　( 写真は昨年の防災訓練 )

おくやみ電子郵便の
廃止について
　これまで市民の方が死亡した際、市長名でおくやみ「電

子郵便 ( レタックス )」をお送りしていましたが、行政

改革の一環として昨年 12 月１日から廃止しました。市

民の皆さまには、一層の市民サービスの向上とさらなる

行政改革に努めて参りますので、ご理解くださいますよ

うお願い申し上げます。　　　　　　　　【秘書広報課】

　毎月第３日曜日は
　　　　　『家庭の日』です
 　１月は家庭の日

　　　普及月間です

　　　【下呂市教育委員会】 
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少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
人
口

　

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
人
口

問
題
が
下
呂
市
に
と
っ
て
も
大
き
な

問
題
が
下
呂
市
に
と
っ
て
も
大
き
な

悩
ま
し
い
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま

悩
ま
し
い
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
今
後
人
口
を
減
ら
さ
な
い
た
め

す
。
今
後
人
口
を
減
ら
さ
な
い
た
め

に
、
外
か
ら
の
人
た
ち
に
移
り
住
ん

に
、
外
か
ら
の
人
た
ち
に
移
り
住
ん

で
い
た
だ
け
る
た
め
の
施
策
も
大
切

で
い
た
だ
け
る
た
め
の
施
策
も
大
切

で
す
が
、
ま
ず
は
地
元
の
子
ど
も
た

で
す
が
、
ま
ず
は
地
元
の
子
ど
も
た

ち
が
、
一
度
は
市
外
へ
出
て
も
再
び

ち
が
、
一
度
は
市
外
へ
出
て
も
再
び

下
呂
市
に

下
呂
市
に
U
タ
ー
ン
し
て
く
れ
る
よ

タ
ー
ン
し
て
く
れ
る
よ

う
な
取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て
く

う
な
取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

る
と
思
い
ま
す
。

　

「
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
効
果
」
と
い
う

　

「
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
効
果
」
と
い
う

言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

は
「
人
間
は
他
人
の
期
待
や
取
り
扱

は
「
人
間
は
他
人
の
期
待
や
取
り
扱

い
に
規
定
さ
れ
る
」
と
い
う
心
理
学

い
に
規
定
さ
れ
る
」
と
い
う
心
理
学

の
現
象
を
い
い
ま
す
。
た
と
え
ば
小

の
現
象
を
い
い
ま
す
。
た
と
え
ば
小

さ
い
子
ど
も
に
「
あ
な
た
は
将
来
き

さ
い
子
ど
も
に
「
あ
な
た
は
将
来
き

っ
と
優
れ
た
学
者
に
な
る
」
と
事
あ

っ
と
優
れ
た
学
者
に
な
る
」
と
事
あ

る
ご
と
に
言
っ
て
育
て
る
と
、
本
当

る
ご
と
に
言
っ
て
育
て
る
と
、
本
当

に
学
者
の
道
を
志
す
よ
う
に
な
る
と

に
学
者
の
道
を
志
す
よ
う
に
な
る
と

い
う
も
の
で
す
。
あ
る
い
は
、
い
つ

い
う
も
の
で
す
。
あ
る
い
は
、
い
つ

も
周
囲
か
ら
「
お
ま
え
は
ぐ
ず
で
の

も
周
囲
か
ら
「
お
ま
え
は
ぐ
ず
で
の

ろ
ま
で
頭
が
悪
い
」
と
言
わ
れ
続
け

ろ
ま
で
頭
が
悪
い
」
と
言
わ
れ
続
け

て
い
る
と
、
実
際
は
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど

て
い
る
と
、
実
際
は
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど

く
は
な
い
の
に
、
本
当
に
そ
う
な
っ

く
は
な
い
の
に
、
本
当
に
そ
う
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ

て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ

は
人
間
の
心
理
と
し
て
、
ご
く
一
般

は
人
間
の
心
理
と
し
て
、
ご
く
一
般

的
な
普
通
の
現
象
な
の
で
す
。

的
な
普
通
の
現
象
な
の
で
す
。

　

古
今
東
西
、
国
や
地
域
が
栄
え
る

　

古
今
東
西
、
国
や
地
域
が
栄
え
る

時
は
必
ず
そ
こ
に
人
が
住
む
よ
う
に

時
は
必
ず
そ
こ
に
人
が
住
む
よ
う
に

な
り
、
人
口
が
増
え
、
人
が
活
力
を

な
り
、
人
口
が
増
え
、
人
が
活
力
を

生
み
出
し
ま
す
。
日
本
全
体
が
人
口

生
み
出
し
ま
す
。
日
本
全
体
が
人
口

減
少
化
社
会
に
向
か
う
中
で
も
、
下

減
少
化
社
会
に
向
か
う
中
で
も
、
下

呂
市
だ
け
は
人
口
を
減
ら
さ
ず
活
力

呂
市
だ
け
は
人
口
を
減
ら
さ
ず
活
力

あ
る
地
域
と
な
る
た
め
に
は
市
民
全

あ
る
地
域
と
な
る
た
め
に
は
市
民
全

員
の
力
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
に
対

員
の
力
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
に
対

し
、
地
域
を
け
な
す
よ
う
な
こ
と
を

し
、
地
域
を
け
な
す
よ
う
な
こ
と
を

繰
り
返
し
言
っ
て
い
る
と
、
そ
の
子

繰
り
返
し
言
っ
て
い
る
と
、
そ
の
子

は
将
来
き
っ
と
地
域
を
捨
て
る
よ
う

は
将
来
き
っ
と
地
域
を
捨
て
る
よ
う

に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
そ
の
子

に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
そ
の
子

に
と
っ
て
も
不
幸
な
こ
と
で
す
し
、

に
と
っ
て
も
不
幸
な
こ
と
で
す
し
、

住
ん
で
い
る
我
々
に
と
っ
て
も
不
幸

住
ん
で
い
る
我
々
に
と
っ
て
も
不
幸

な
こ
と
で
す
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
い

な
こ
と
で
す
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
い

つ
も
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
「
下
呂
市
は

つ
も
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
「
下
呂
市
は

い
い
と
こ
ろ
だ
。
お
ま
え
の
掛
け
替

い
い
と
こ
ろ
だ
。
お
ま
え
の
掛
け
替

え
の
な
い
古
里
だ
」「
こ
の
地
域
の

え
の
な
い
古
里
だ
」「
こ
の
地
域
の

○
○
は
素
晴
ら
し
い
」
と
子
ど
も
に

○
○
は
素
晴
ら
し
い
」
と
子
ど
も
に

言
い
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
郷
土

言
い
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
郷
土

愛
が
生
ま
れ
、
一
度
は
都
会
で
暮
ら

愛
が
生
ま
れ
、
一
度
は
都
会
で
暮
ら

し
て
も
、
い
ず
れ
古
里
を
思
い
出
し

し
て
も
、
い
ず
れ
古
里
を
思
い
出
し

帰
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま

帰
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
帰
っ
て
来
な
い
と
し
て
も
、

す
。
ま
た
帰
っ
て
来
な
い
と
し
て
も
、

都
会
で
頑
張
り
な
が
ら
い
つ
も
下
呂

都
会
で
頑
張
り
な
が
ら
い
つ
も
下
呂

市
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
る
こ
と

市
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

で
し
ょ
う
。

　

地
域
の
底
力
は
、
そ
こ
に
住
む
人

　

地
域
の
底
力
は
、
そ
こ
に
住
む
人

間
の
〝
郷
土
愛
〞、地
元
に
対
す
る
〝
誇

間
の
〝
郷
土
愛
〞、地
元
に
対
す
る
〝
誇

り
〞
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が

り
〞
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が

強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、
地
域
は
活
力

強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、
地
域
は
活
力

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
新
し
い

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
新
し
い

年
を
迎
え
、
郷
土
下
呂
市
の
自
然
、

年
を
迎
え
、
郷
土
下
呂
市
の
自
然
、

文
化
、
伝
統
、
産
業
の
素
晴
ら
し
さ

文
化
、
伝
統
、
産
業
の
素
晴
ら
し
さ

を
こ
こ
に
住
む
我
々
一
人
ひ
と
り
が

を
こ
こ
に
住
む
我
々
一
人
ひ
と
り
が

再
認
識
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

再
認
識
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
語
り
か
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

ち
に
語
り
か
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

  南飛騨温泉無料開放 ～下呂市温泉施設協議会～
   平成18年１月・２月の第２・第３金曜日
　無料デー◇平成18年１月１３日・２０日・２月１０日・１７日

　６カ所の温泉施設を同時無料開放

　　入浴無料
道の温泉駅
もみじ街道すいらんの郷

ゆったり館

ウエルネス
　～ぬく森の里～

クアガーデン
露天風呂

美輝の里
スパー美輝 ホテル美輝

巌立峡

飛騨小坂温泉郷
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古
紙
配
合
率
100
パ
ー
セ
ン
ト
の

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

発
行
／
岐
阜
県
下
呂
市
役
所　

毎
月
１
回
発
行

印
刷
／
（
有
）斐
太
企
画
工
房
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1
平成18年
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ホ
ー
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ー
ジ http://w

w
w
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ネットワーク

サンマゼクリエイトレス

　昭和63年、馬瀬地域の発展と農業女性の自立を目

指し、農産物の加工販売など３部門に取り組む「サ

ンマゼクリエイトレス」が発足。しかし、高齢化な

どにより会員が減少したことから、各グループの活

動を重視しながら情報交換などのできる組織へと平

成16年7月、７グループが参加する「ネットワーク

サンマゼクリエイトレス」として再出発しました。

現在、会員は60人。「馬瀬を元気にしたい」との願

いでつながる女性ネットワークです。

　グループは、きなこ菓子のげんこつ飴を作る「な

んじゃもんじゃ」、味噌醤油を作る「味噌醤油グルー

プ」、公民館講座がきっかけとなった草木染の「茜

会」、ハーブやソバを栽培する「おしゃべり畑」、郷

土料理から素材を生かした料理研究をする「ひまわ

りの会」、馬瀬の農産物を漬物にする「漬物加工グ

ループ」、道の駅「美輝の里」での販売やねずしな

どを作る「さんまぜ工房」の七つ。

　定期的に代表者会議を開き、材料などの情報交換、

他グループへの要望を出し合ったり、機関紙「わっ

か」の編集を楽しく行っています。道の駅の誕生を

機に、女性たちが奮起した活動です。

　ネットワークの代表を努める山本さとみさん(馬

瀬堀之内)は、「皆がそれぞれ活躍するには情報交換

が必要」と話し、人口減少が進む馬瀬地域の活性化

を心から願っています。３月には、元気の出る講演

会を開きたいと、イベントで農産物やおでんを販売

して資金づくりに奮闘。「女が元気にならな、地域

は元気にならんさ」の意気込みでがんばっています。

【ネットワークサンマゼクリエイトレス 

　　　代表　山本さとみ さんまぜ工房 ☎47-2133】

▲荒廃地を利用してハーブ、野菜などを栽培するおしゃべり畑の会員

▲一つひとつが会員の手作り

　味噌醤油グループ

茜やたまねぎなど地元材料を使った

草木染めを作る茜会の会員たち

▲さんまぜ工房のヒット商品

　「ねずし」の漬け込み

▲

もちなどの特産品の発注や３月開催の講師の選定

が和やかな雰囲気のなか進められた代表者会議。

▲


